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中四国ブロックにおける若年初回献血者の動向調査
―2013年度からの後方視的検討―

小林 正夫 八木 克敏 大内 菜央 丹下 将希 松田 右京
天野 泰誉 廣江 善男 角 昌彦 仲 香 篠田 達仁
細川 和浩 芦田 隆司

中四国ブロックにおける 18歳（高校 3年生相当）から 22歳（大学 4年生相当）の初回献血者の献血動向を 2013
年度から年度別，年齢別に検討した．2013から 2019年度までの初回献血者の減少は徐々に認められていたが，2020
年度からの新型コロナ感染症蔓延でより大きく減少した．この年代の 6年間以上の献血動向から，初年度のみ献血者
比率，連続年度献血者比率は年度によって大きな変化はみられなかった．18から 22歳の 5年齢間で，初年度のみ献
血者比率ならびに連続年度献血者比率の平均には有意差が認められた．19歳が初年度のみ献血者比率が他学年より
有意に低く，連続年度献血者比率についても 19歳，18歳が他学年より有意に高かった．2018年に日本赤十字社は献
血WEB会員サービス，ラブラッドをリニューアルした．中四国ブロックでの 18から 22歳のラブラッド登録入会者
は約 30％であったが，ラブラッド会員は非会員に比して，初年度のみ献血者比率は有意に低く，連続年度献血者比
率は高かった．19歳および 18歳を中心とした初回献血者の勧誘，ラブラッド登録入会促進，連続年度献血の推進が
若年者の献血定着に重要であると考えられた．
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緒 言
少子高齢化が進行する本邦での安定的血液確保にお
いて，若年層献血者の確保とその推進活動は重要であ
る．2020年からの新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）蔓延により，若年層献血者数は大きく減少した．
最近 10年の集計からは，10代から 30代の献血者数は
30%以上減少しており，全献血者に占める若い世代の
割合は減少している．若年層の年齢別献血率（献血可
能人口に対する献血者数の比率）においても，全世代
の平均献血率を下回る 5%台であり，COVID-19蔓延前
の 8～9%から大きな減少となっている１）～５）．
さらに，10から 20代の若年層に引き続き，30代か
ら 40代前半にかけての年齢別献血率の低下は従来から
持続しており，献血に最も貢献している 40代後半から
50代が今後，献血可能年齢を超えていく前に対策を講
じておく必要がある．本格的な少子高齢化に突入して
いる中四国ブロックでは若年層献血者の安定的確保は
喫緊の課題である．これらの現状から，COVID-19蔓延
前後を含めた若年者の献血動向を正確に把握すること
は，献血推進の方向性や戦略を考える上で重要と思わ

れる．われわれは若年初回献血者の献血動向について，
献血者コードをもとに調査，検討を開始し，2017年度
の若年初回献血者 14,866人の献血動向についてはすで
に報告した６）７）．
本調査では，中四国ブロックの 18から 22歳の初回
献血者の献血動向を 2013年度から献血者コードを利用
して継続的にデータを取得し，この年代の献血行動の
特徴について検討を行ったので報告する．

対象と方法
1．対象
中四国ブロックにおける 2013年度から 2023年度の

18から 22歳まで 5年齢の初回献血者を対象とした．年
齢は，各年度において 4月 2日から翌年 4月 1日まで
に生まれた者とし，それぞれ 18歳（高校 3年生相当）
から 22歳（大学 4年生相当）までと定義した．
2．方法
2013年度から 2023年度の 18から 22歳までの初回献
血者に対して，2023年度までの献血行動について，献
血者コードをもとに，個人別に献血実施状況を調査し
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図 1　年度別年齢別初回献血者数
中四国ブロックにおける 18 歳から 22 歳の初回献血者数（縦軸）とその年齢別構成比率（%）をカラム内に示した．

表 1　年度別初年度のみ献血者数と比率

初回献血者
（人）

初年度のみ献血者
（人）

比率
（%）

2013 年度 17,574 9,469 53.9
2014 年度 15,902 8,887 55.9
2015 年度 14,169 7,784 54.9
2016 年度 14,225 7,699 54.1
2017 年度 14,866 8,196 55.1
2018 年度 14,584 8,307 57.0

18 から 22 歳の初回献血者数に対する初年度のみ献血者数
とその比率を年度毎に示した．
6年度間の初年度のみ献血者比率は 55.4±0.9%（平均±標
準誤差）であった．

た．献血の有無に基づき，献血を行った年度と行わな
かった年度を区別した．その上で，初年度の献血後に
全く献血を行わなかった者を「初年度のみ献血者」，初
回献血年度から連続して献血を行った者を「連続年度
献血者」とした．
3．統計解析
2群間の比較には t 検定を，多群間の比較には分散分

析（Analysis of variance，ANOVA）と多重比較（Tukey
法）を用いた．
4．研究倫理
本研究は献血者確保の効率化を目的としたもので，
献血者の個人コードを利用しているものの行動傾向や
集団統計に関する分析であり，人を対象とする生命科
学・医学系研究に関する倫理指針の対象となる研究に
は該当しない（日本赤十字社血液事業本部中央血液研
究所研究企画部倫理審査）．

結 果
1．2013年度から 2023年度までの 18から 22歳まで

の初回献血者数（図 1）
図 1に 18歳から 22歳の 2013年度から 2023年度ま
での 11年間の初回献血者数ならびに年齢別数の推移を
示す．2013年度が最も多い初回献血者数であり，2015
から 2019年度の COVID-19蔓延前まではほぼ横ばいの
数を維持していたが，COVID-19蔓延以降の 4年間は大
幅な減少となった．2023年 5月に COVID-19の感染症
法上の位置づけが 5類へ移行したが，2023年度の初回
献血者は COVID-19蔓延期と同程度であった．COVID-
19蔓延による社会情勢の変化で，18から 22歳の初回
献血者数は約 70%に減少した．
18から 22歳の 5年齢における年齢別初回献血者数の

比率は 11年間，概ね同等の比率で推移していた．初回
献血者数はすべての年度で大学 1年生相当の 19歳が最
も多かった．年齢別順位も 2015年度以降は 19歳，18
歳，20歳，21歳，22歳であり，全ての年度で同じ結果
であった．
2．初年度のみ献血者の比較（表 1，図 2）
2013から 2018年度までの初回献血者において，献血
動向を 6から 11年間にわたり調査した．初回献血者数，
初年度のみ献血者数ならびにその比率を表 1に示した．
初回献血者に占める初年度のみ献血者比率の平均は，
53.9から 57.0%であった．2013年度は 11年間，2018
年度は 6年間と解析年度数は異なるが，初年度のみ献
血者比率はほぼ同様な結果であった．
この初年度のみ献血者比率を 18から 22歳の年齢別
で比較した（図 2）．各年齢の初年度のみ献血者比率の
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図 2　年齢別初年度のみ献血者比率
初回献血者に対する初年度のみ献血者比率を年齢別に 2013 から 2018 年度の
年度毎に示した．
初年度のみ献血者比率の平均は有意差が認められた（p＜0.0001）．

表 2　年度別連続年度献血者数と比率

初回献血者数
（人）

2年度連続
献血者数（%）

3年度連続
献血者数（%）

4年度連続
献血者数（%）

5年度連続
献血者数（%）

6年度連続
献血者数（%）

2013 年度 17,574 4,855（27.6） 2,176（12.4） 1,181（6.7） 751（4.3） 505（2.9）
2014 年度 15,902 4,061（25.5） 1,778（11.2）   974（6.1） 598（3.8） 437（2.8）
2015 年度 14,169 3,727（26.3） 1,666（11.8）   884（6.2） 536（3.8） 344（2.4）
2016 年度 14,225 3,775（26.5） 1,727（12.1）   945（6.6） 557（3.9） 381（2.7）
2017 年度 14,866 3,991（26.9） 1,789（12.0）   863（5.8） 548（3.7） 383（2.6）
2018 年度 14,584 4,083（28.0） 1,570（10.8）   917（6.3） 594（4.1） 434（3.0）
連続年度献血者比率
（平均±標準誤差）

27.8±0.1 11.5±0.5 6.5±0.1 4.2±0.1 2.9±0.1

18 から 22 歳の初回献血者数における 2から 6年度連続献血者数とその比率（%）ならびに年度連続献血者比率の平均±標準誤差を
示した．

平均±標準誤差は，18歳 55.0±0.6%，19歳 50.1±0.6%，
20歳 58.1±0.7%，21歳 59.6±0.3%，22歳 62.4±0.5%
であり，年齢間で平均に有意差（ANOVA，p ＜ 0.0001）
が認められた．初年度のみ献血者比率は 19歳が最も少
なく，すべての年齢に対して有意であった（Tukey
法）．20歳以降は年齢とともに初年度のみ献血者比率が
増加していた．いずれの年齢においても年度による平
均値の標準誤差は小さく，この年齢層は一貫した献血
行動を取る傾向があると考えられた．
3．連続年度献血者の年度比較（表 2）
初回献血年度から連続した年度に献血を行っている
献血者を「連続年度献血者」と定義し，2013年度から
2018年度の初回献血者を対象に 6年間追跡調査した．
初回献血者が 2から 6年度連続して献血を施行してい
る連続年度献血者比率の平均±標準誤差は，2年度連続
27.8±0.1%，3年度連続 11.5±0.5%，4年度連続 6.5±0.1%，
5年度連続 4.2±0.1%，6年度連続 2.9±0.1％と漸減して

いた．表には示していないが，2013年度の初回献血者
の 11年連続年度献血者はわずか 126人，0.72%であっ
た．いずれの連続年度献血者比率も標準誤差は極めて
小さく，連続して献血を行う者の割合は 6年間の追跡
期間においてほぼ一定であった．
4．連続年度献血者の年齢別比較（図 3）
上記に示した初回献血者の 2から 6年度間連続献血
者の比率を年齢別に比較した（図 3）．すべての連続年
度献血者比率において，年齢別平均には ANOVAで有
意差が確認された．2年度連続，3年度連続献血者の比
率は 19歳が最多であり，18歳をはじめ他年齢との間に
有意差が認められた（Tukey法）．いずれの連続年度献
血者においても，19歳および 18歳の割合が高く，20
歳から 22歳へと年齢が上がるにつれて連続年度献血者
比率は減少していた．
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図 3　年齢別連続年度献血者比率
初回献血者に対する連続年度献血者比率を 2（A）から 6（E）年度連続献血者を年齢別に 2013 から 2018 年度毎に示した．すべて
の連続年度で連続年度献血者比率の平均は年齢別にANOVAで有意差が認められた（p＜0.0001）．

表 3　初回献血者のラブラッド入会状況

初回献血者数
（人）

入会者数
（%）

非入会者
（%）

2018 年度 14,584 3,414（23.4） 11,170（76.6）
2019 年度 14,022 3,015（21.5） 11,007（78.5）
2020 年度  9,197 2,524（27.4）  6,673（72.6）
2021 年度  9,968 3,524（32.6）  6,714（67.4）

2018 から 2021 年度の 18 から 22 歳の初回献血者数とラブラッ
ド入会者と非入会者数とその比率を示した．

5．献血WEB会員サービス「ラブラッド」入会の影
響
日本赤十字社による献血WEB会員サービス，「ラブ
ラッド」は 2018年にリニューアルされ，会員に対して
献血の情報提供，献血依頼や予約制のサービスを開始
し，若年初回献血者においてもラブラッド入会を推進
している．中四国ブロックにおける 18歳から 22歳の
初回献血者の 2018年からの入会率を表 3に示す．18
から 22歳の初回献血者のラブラッド入会率は 2018，2019
年度がそれぞれ 23.4%，21.5%であったが，2020，2021
年度は 27.4%，32.6%と増加がみられた．初年度のみ献
血者比率および連続年度献血者比率について，ラブラッ
ド入会者と非入会者で年度別に比較した（図 4）．2018

年度からの 5年間の観察なので，継続している年度数
におけるデータ数は異なる．初年度のみ献血者比率の
平均±標準誤差は入会者26.5±2.5%，非入会者76.1±5.3％
と入会者が明らかに低かった（p ＜ 0.001）．2年から 5
年間連続して献血した者の割合も，すべての期間で入
会者が非入会者に比して有意に高い結果であった．

考 察
中四国ブロックでは2020から2022年度までのCOVID-
19蔓延期の 18から 22歳の献血者減少を含め，2017
年度の初回献血者 14,866人についてその動向を報告し
た６）７）．今回は 18から 22歳の初回献血者の動向を 2013
年度からに拡大し，年度別と年齢別での解析から傾向
と特徴を明らかにした．2013から 2019年度までの若年
初回献血者の減少は徐々に認められていたが，COVID-
19蔓延により，著明な減少となった．全国統計での若
年層献血者数の減少率と中四国ブロックでの 18歳から
22歳の献血者数減少率ほぼ同等であることから，本研
究の結果は中四国ブロックに限定された結果ではない
と考えられた．この年代の初回献血者の献血動向解析
では，初年度のみ献血者，連続年度献血者の初回献血
者に対する比率は，一部 COVID-19蔓延期が含まれて
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図 4　献血連続性におけるラブラッド入会の影響
2018 年度以降の初回献血者について，表 3に示したそれぞれの年度での入会者数，非入会者数に対する初年度のみ献血者比率（A）
および連続年度献血者比率（B～ E）の平均を示した．会員と非会員のそれぞれの比率平均を t検定で比較し，その結果を示した．
それぞれの平均±標準誤差は以下である．
A，初年度のみ献血者（入会者 26.5±2.5%，非入会者 76.1±5.3%）；B，2年度連続献血者（入会者 46.7±1.3%，非入会者 19.3±1.2%）；
C，3年度連続献血者（入会者 27.6±1.0%，非入会者 6.5±0.5%）；D，4年度連続献血者（入会者 18.7±0.5%，非入会者 2.9±0.2%）；
E，5年度連続献血者（入会者 12.9±0.5%，非入会者 1.7±0.1%）

いるにもかかわらず，この 6年度間の追跡からほぼ同
等の比率で推移していた．この間，中四国ブロックあ
るいは各県の地域センターでこの年齢層を対象とした
種々の献血キャンペーンや学生献血推進協議会（学推
協）との協働による献血推進を行ってきており，これ
らの影響が献血動向にどの程度影響しているかは不明
であるが，この年代の献血動向には一定の傾向がある
ことが推測された．各年度の比率を比較した表 1，2，
図 2，3のデータにおいて，分散が極めて小さい結果は，
この年齢層が一定の献血行動パターンであることを統
計学的に支持しているものである．初回献血者がその
後の再来献血を含めてどのような献血行動を取るのか
を複数年度にわたり継続的に調査することは献血推進
の戦略を考える上で必要であろう．特に若年者につい
ては，今後の日本の献血事業を担っていく世代である
ので，継続的な献血動向の調査，解析は重要と考えら
れる．
18歳から 22歳が一定の献血行動を取っているなかで，
年齢別の検討から，統計学的に有意なものが認められ
た．初年度のみ献血者は初回献血者の 54～57％存在し，
各年度間では大きな差は認めなかった．しかし，年齢
別にその比率を比較すると，初年度のみ献血者比率に
は有意差があり，19歳が最も少なく，18歳，20歳，21
歳，22歳の順であった．大学 1年生に相当する 19歳で
は，初年度のみ献血者比率が有意に低いことが明らか
であった．さらに，連続年度献血者の解析では，連続
年度献血者比率においても年齢別に有意差があること
が分散分析で認められた．全体的にみると，18歳，19

歳が 20歳から 22歳よりは連続年度献血者比率が高かっ
た．ただし，2年度連続献血者では，19歳が 18歳より
その比率が有意に高かったが，3年度連続以降では差は
認められなかった．これらの結果から，献血再来への
誘導や連続年度献血者の勧誘において，18歳および 19
歳を対象とした推進戦略が有用と考えられた．
日本赤十字社は複数回献血者を対象として，「ラブラッ
ド」を 2018年にリニューアルし，情報提供や予約制を
開始，ラブラッド入会を推進している．中四国ブロッ
クにおける 18から 22歳の初回献血者の入会状況は表
3に示すように増加傾向であるが，入会率は 30%前後
である．2018年度からの解析期間ではあるが，ラブラッ
ド会員は非会員に比して，初年度のみ献血者比率は低
く，連続年度献血者比率が高いことが示された（図 4）．
ラブラッド入会者はもともと献血に対する意識が高い
可能性やラブラッド入会促進キャンペーン等の影響の
可能性を考慮する必要はあるが，この結果はラブラッ
ド入会の利点を示すものである．2018年度からの短期
間の解析ではあるが，ラブラッド入会を促進すること
で，献血への継続性が導かれる可能性が考えられる．
今後，入会者の意識調査を含め入会の有効性を解析す
る必要がある．
初回献血者の再来に関しては種々の要因が解析され
ている．小田嶋らは 2014年の全初回献血者，約 47万
人を対象として，男女群別の年齢に関しては，男性群
では 24歳未満，女性群では 23歳未満に 2年後までの
再来率が有意に高いことを報告している８）．日本を含め
た 6か国の国際比較研究においても，16歳から 19歳と
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40歳以上が献血再来率の高いことが示されている９）．今
回の解析は再来率の高い年齢層の中でも，18歳から 22
歳を対象とし，年齢別の解析から 19歳および 18歳に
おいて，（1）初回献血者が多い，（2）初年度のみ献血
者比率が少ない，（3）2年連続献血者比率が高い，とい
う 3つの特徴が認められた．この特徴は 2013年度から
の継続年度でほぼ一定の比率であることから，若年献
血者推進において，19歳および 18歳を標的年齢として
考えて行く必要がある．本研究での限界は，18歳から
22歳という限定された年齢を 2013年度からの複数年度
で施行したという 2点だけの解析である．献血の継続，
定着には年齢以外に性別，体重，ヘモグロビン濃度，
初回献血回数，献血場所，献血者環境等多くの要因が
係わっていることから，今後はこれらの多因子の解析
を加えることで献血者動向をより詳細に明らかにして
いく必要がある６）～１１）．また，今回の解析は中四国ブロッ
ク限定であり，人口構成の異なる他ブロックでの解析
と比較することで，ブロックの特徴に応じた献血推進
の方向性を考えることが重要であろう．
以上の結果から，若年献血者推進は 19歳，18歳を中
心に働きかけて行くことの有用性が示された．中四国
ブロックでは，これらの解析結果を中四国地区の学推
協メンバーとの間で情報共有し，各県において献血推
進のひとつの目標として活動を開始している．大学 1
年生から少なくとも 4年間は同じ居住地にいることを
考慮すれば，大学 1年生の初回献血者に対して，ラブ
ラッド登録入会ならびに 4年連続献血を目標とした献
血推進戦略は，献血定着に繋がることが予想される．
今後も，毎年の献血者動向を詳細に解析することで，
献血推進の方策や企画を考えると同時にその検証を行っ
ていく必要がある．

結 論
18歳から 22歳の中四国ブロックの初回献血者の献血

動向を 2013年度から複数年度で解析した．いずれの年
度においても，この年代の献血動向に大きな変化はな
かった．初年度のみ献血者比率の低さ，および連続年
度献血者比率の高さは，19歳および 18歳が他の年齢層
と比較して有意であった．またラブラッド登録会員は
有意に初年度のみ献血者比率が低く，連続年度献血者
比率が高いことが明らかであった．
著者の COI開示：著者はすべて日本赤十字社の職員である．
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TRENDS IN FIRST-TIME BLOOD DONORS OF THE YOUNG-AGE GROUP IN THE

CHUGOKU-SHIKOKU BLOCK: A RETROSPECTIVE ANALYSIS FROM 2013

Masao Kobayashi, Katsutoshi Yagi, Nao Ohuchi, Masaki Tange, Ukyou Matsuda, Yasutaka Amano,

Yoshio Hiroe, Masahiko Sumi, Kaori Naka, Tatsuhito Shinoda, Kazuhiro Hosokawa and Takashi Ashida

Japanese Red Cross Chugoku-Shikoku Block Blood Center

Abstract:

Trends in first-time blood donors aged 18 to 22 years in the Chugoku-Shikoku Block since the 2013 school year
were analyzed using individual donor codes from the Japanese Red Cross (JRC). A pronounced decrease in the num-
ber of first-time blood donors occurred following the COVID-19 pandemic in 2020. Over a six-year period, no signifi-
cant changes were observed in the proportion of non-return donors who donated in the first-time year only or in the
proportion of consecutive donors who continued to donate in subsequent years. Significant differences were noted
between age groups in the average proportion of non-return donors and consecutive donors. Donors aged 19 years
showed a significantly lower proportion of non-return donors than other age groups, while both 18- and 19-year-olds
exhibited a significantly higher proportion of consecutive donors. In 2018, JRC updated its donor registration web
service, “Love Blood”. Comparison of non-registered and registered donors with “Love Blood” showed a significantly
lower proportion of non-return donors and a higher proportion of consecutive donors over 2 to 4 years among the reg-
istered donors. These findings suggest that targeted recruitment and retention efforts for first-time donors, particu-
larly those aged 18 and 19 years via promotion of “Love Blood” registration, are critical for ensuring a sustainable
blood supply.

Keywords:

First-time blood donors, Young-age group, Continuity and Return of blood donors, “Love Blood” registration
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